






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































数 ； 蕊:鴎迩 歌みこＬ辮齢縄b謁可 鶏
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そ
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他
教え方が悪かった他の理由（好きな人）
.□だけの指導のみの人｡.わかる指導をしてくれなかった｡･泳げないと､顔に水をかけられた｡､
遊び心がない｡.教えるｽﾋﾟｰﾄﾞが速い｡･指導者が水泳を知らなかった｡言い回しが雛しい゜．
無理矢理｡
教え方が悪かったと他の理由（嫌いな人）
･ﾀｲﾑを重視した｡,殺されるんじゃないかと思った｡･ﾌﾟｰﾙに落ちたのに助けてもらえず､苦しん
でプールｻｲﾄﾞにつかまったら「がんばった」と褒められたが､本当は助けてほしかった｡．厳しかった。
吟一
あなた力泳泳を好きになるために、またはより好きになるために、先生またはコーチにど
のよう承支援をしてほしいか。大学生のみの質問（好き左人）
･言葉だけで説明するのではなく、実際にやって見せてくれたり、水の中で教えてほしい。
7２
鳶水泳嫌い児の指導
．あこがれてしまうような格好いい泳ぎ方をしてほしい。
・自分がよりうまくなるようにして欲しい。速く泳げるようになるようにして欲しい。
・的確なアドバイスをしてくれる。
。ちゃんと知識を知っていて、練習メニューが組めるように。
。楽しくしてほしい。
‐きれいなフォームで泳げるように指導してもらいたい。
・親切にできるまで教えて欲しい。
・途中で見捨てまいでほしい。
.－人ひとり出来具合が違うので、個人的に教えてくれると早くうまくなれると思う。
・無理のまい指導。
・焦らず出来ることから少しずつ。ゆっくり。
・何度失敗しても諦めずに一緒にチャレンジしてくれる。
･タイムにこだわらない。
．一緒に入って、論理ではなく一つ一つ教えるような支援。
．まず、水に対する怖さを取り除いてほしい。一緒に泳げば、安心して泳げる。
.優しく゜面白く･飽きないような。
・泳法はもちろんだが、遊びを交えた親しみやすいプール支援をして欲しい。
・努力を認めて欲しい。
・できたことを誉めてくれたり､ちゃんと見てて欲しい｡見ててくれないとやる気も出ないし、
これでいいやってサボる。
・けなしたりすると、モチベーションが下がる。
・他人と比べず、その子が泳げるようにまるまで責任をもって教えぬいて欲しい。
・笑顔でポイントをついて教えてほしい。
・泳げないのに強制するのではなく、遊び感覚から少しずつ慣れさせていく。
・能力を伸ばす。
・劣等感を抱かせない。
・泳げない子に視点をあわせる。
・達成感が感じられるよう左支援。
・普段からコミュニケーションをとる。
(嫌いな人）
.まず手本を見せて欲しい。そうしないと説得力がない。
．時には息抜きをして欲しい。
。教えてもらっている側の目線で教えて欲しい。
・泳げない子には個人的に指導する。
：
識
埒
が
尹
誇
典
尭
影
7３
Ｈ蝉
脱
典
噛
濡
鷲
蟹
鱒
嚥
鴬
蕊
撫
臘
聰
騨
筑
●
蒔
鞠
連
孕
●
擬
弾
捻
Ⅱ
叩
脳
導
慰
鷲
炎
〈
〈
〈
〈
凸
談
箪
慈
對
職
Ⅲ
脾
叩
蝿
顎
繋
然
鞍
鞍
鞍
鞍
驚
騨
黙
肛
Ⅲ
靱
駕
灯
鴬
》
茅
難
聴
徽
叱
擬
鮒
轍
謬
難
船
隠
尉
鑑
賞
僻
謬
鷲
凹
謬
蔦
騨
乳
騨
騨
誹
駕
騒
叱
択
‐
誹
織
Ⅲ
‐
灘
謨
撰
･できたら誉めることを忘れまい。
.一斉指導でできなかった子へのフォローが欲しい。一斉に指導を受けて、その後すぐに流
して泳ぐという授業ばかりだったから、泳げないことが周りの子にもわかるようになり、
どんどん嫌になってしまった。
･レベルに応じた指導。
.一緒に泳いでほしい。
･個人の実力の伸びを見てほしい。
･的確なアドバイスをしてほしい。
．「後少しだよ－、ガンバレーｊと声をかけながら引っ張っていってほしい。
･水泳の授業をなくしてほしい。恐怖が募るだけ。
.楽しさを教える。
．小さいころからスイミングに通う。
･水の高さを低くしてほしい。
５．値に応じた指導法
以上の結果をふまえて、個別化した指導を考える。
Ｉ子どもの実態をつかむために授業に前にアンケートをとる。
Z子どもは授業の前に自分にあっためあてを設定する。
３指導者はそのめあてを克服できるように助言・指導をする。
４子どもはめあてを達成すると、「できるようになった」と喜びを実感し、次のめあてを考
え次時にのぞむ。
Ｓ指導者は子どもの姿勢を見とって評価→指導→評価→指導…と繰り返す。そのとき、－
時間の授業で全員を見るのは難しいので、子どもが書いた学習カードを参考に評価する。
また、バデイを組んだ友達と相互評価させる。
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＜指導例＞
Ａきん：水に入ることを怖がる。
(1)本時のめあて…プールサイドやシャワー場で水遊びをしよう。
(2)指導者…遊びを通して水に慣れるよう支援する。
(3)次時のめあて…水中じゃんけんなど、プール中の遊びをする。
Ｂさん：面かぶりクロールができるが、呼吸ができない。
(1)本時のめあて…呼吸するときに、後ろを見るようにしよう。
(2)指導者…指導者が後ろから歩いてついてき､｢呼吸をするときに先生の顔を見てみよう｡」
と声かけをする。
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水泳嫌い児の指導
(3)次時のめあて…息継ぎのとき、あごから顔をあげる。ひざを伸ばす。
Ｃさん：スイミングスクールに通っており、どの泳法も速く泳げる。
(1)本時のめあて…タイムを縮めよう。
(2)指導者…息継ぎの数を減らす。キックカを強くするためにビート版でキックの練習をす
るよう指導する。また、先生と一緒に泳げない子の補助をしてもらう。任せる。
(3)次時のめあて･･･平泳ぎの手のかきを強くする。
験
》
識
掛
個別支援（自閉症の子ども）：顔は洗えるが、プールは腰の高さまでしか浸かれなく、そ
れ以上の深さは恐怖心からかいられない。プールの壁をつたいながらプールをぐるぐる歩い
て睡ろ。水遊びは好き。
（１）単元目標…
○順番を守って仲良く運動したり、心得を守ったりし左がら、水遊びに進んで取り組もうと
する。
○水遊びの仕方を知り、自分のめあてを持って、遊び方を工夫しながら水遊びを楽しむ。
○水に顔をつけたり、水中を歩いたりして、水遊びを楽しむ。
(2)手立て…
○プールに入水する前の準備遊びをする。陸上で水なれをする。
○浮く・沈む遊具を使って水遊びをする。
○先生の手を研いて、壁から離れて水中歩行する。
：
：
鼻
６．横浜市の指導資料
(1)略
(2)学習評価について
これまでの学習評価は、体力の向上や、より高度左技術の習得をねらいとする体質の考え
方のもと、運動技能の優劣や達成度が主要な観点としてとらえられてきた。
しかし、これからは、生涯体育・スポーツを志向し、運動の特性に触れる楽しさや喜びを
深めさせるとともに、
.それがどのレベルまで深まったか
｡それに伴ってマナーや運動の行い方はどのように変化してきているか
.運動の技能はどのように伸びてきたか
などの相互の関連を図りながら学習が展開されるような評価が重要となる。
そのためには、児童生徒が正しく自己を理解して適切な課題を設定し、その課題達成に向
けた主体的表学習が展開できるよう指導・支援していくことが大切である。
･児童生徒の状況に応じて自己の課題を明確に設定しているか
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･練習の行い方や運動の環境はどうであるか
などに配慮するとともに、掴に応じた教師の適切な助言や指導は不可欠となる。
さらに、教師自身が自己の指導の成果を確認を確認するとともに、課題を見出し、その後
の指導の改善に役立てることが大切である。
；
隙
骸
まとめ
私は、研究を始める前は水泳嫌いな子はスイミングスクールでちゃんとした指導を受けら
れなかったからだと思っていた。しかし、研究を進めていく中で、子どものできる．できな
い}よ指導者の如何に関わってくることがわかった。つまり、物的環境だけではなく、人的環
境も大きく影響するのではないかと考えた。
子どもは大抵運動が好きであり、水泳だってスイスイ格好よく泳ぎたがる。だからこそみ
んなに泳げるようになってほしい。水泳嫌いや、水に恐怖を感じる子どもがいるのは悲しい
と思う。その原因が指導者にあるのならなおさら改善すべきではないか。
実際にアンケートをとって、水泳嫌いな理由は個々に異まるが、共通して見えてきたのは
指導者がどれだけ子どもに関わっているかということだった。実際の学校教育の中でも「水
泳が楽しい」「泳げるようになった」と子どもが喜びを感じられるための努力や研究がなさ
れている。技術寂かりを教えるのではなく、子どもの変化に気づき、励まし、認めることで
精神的な面もフォローすることができると思う。これは水泳のみにいえることではまく、子
どもと関わっていく中で、全てに共通して言えること左のではないだろうか。
私は、子どもが「楽しい｣『面白い｣『もっとやりたい」と言ってくれるような指導をした
い。子どもの生の声を聞き、一人ひとりの訴えに答え、少まくとも「先生のせいで水泳が嫌
いになった｡」とは言って欲しくない。そのために、論文を書く上で集めた資料をいっそう
研究して自分の指導へと生かしていこうと思う。
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